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  午前１０時００分 開会・開議 

 

○島軒純一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員24名であります。 

  去る11月６日招集告示されました平成26年11月

臨時会はここに成立いたしました。 

  ただいまから平成26年米沢市議会11月臨時会を

開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第１号により進めます。 

 

 

 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○島軒純一議長 日程第１、会議録署名議員の指名

でありますが、会議規則第88条の規定により指名

いたします。 

   ２番 相 田 克 平 議員 

  １１番 遠 藤 正 人 議員 

  １８番 相 田 光 照 議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

 

 

  日程第２ 会期の決定 

 

○島軒純一議長 日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

  お諮りいたします。 

  本臨時会の会期を本日１日間と定めたいと存じ

ますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本臨時会の会期は本日１日間と決定い

たしました。 

 

  

 

  日程第３ 報第１２号専決処分事件の報告 

       について 

 

○島軒純一議長 日程第３、報第12号専決処分事件

の報告についてを議題といたします。 

  御質疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 質疑を終結いたします。 

  本件は報告事項でありますので、御了承願いま

す。 

 

  

 

  日程第４ 議第６７号平成２６年度米沢市 

       一般会計補正予算（第４号） 

 

○島軒純一議長 日程第４、議第67号平成26年度米

沢市一般会計補正予算（第４号）を議題といたし

ます。 

  この場合、市長から提案理由の説明を願います。

安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいま上程になりました議第

67号平成26年度米沢市一般会計補正予算（第４

号）について説明いたします。 

  本案は、災害・経営安定対策資金利子補給補助

金10万円を増額補正しようとするものであり、こ

の結果、補正前と合わせた一般会計の予算総額は

388億8,042万9,000円となります。これに伴う財

源といたしましては、特定財源として県支出金を

増額するほか、一般財源として普通交付税を増額

しようとするものです。 

  あわせて、この補助金の後年度支出に係る債務

負担行為を追加しようとするものです。 

  よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願

い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○島軒純一議長 ただいまの市長説明に対し、御質
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疑ありませんか。17番渋間佳寿美議員。 

○１７番（渋間佳寿美議員） 先日、これの説明報

告のための市政協議会でも議論をして質疑等々し

たところなんですけれども、きょうは市長がいら

っしゃるので、改めてお伺いしたいと思います。 

  この議案についてはことしの米価の概算金の大

幅な下落ということで、何らこの議案については

異議とか申し上げるところでもありませんけれど

も、ただこれは県の事業であって、県がやってい

るから市もこれにあわせてやるというような感が

否めません。もとより、９月の時点からことしの

米価下落はもうなるだろうと言われているわけな

んですけれども、やはり市独自として何らかの手

を打つ必要があるんじゃないかと思うところであ

ります。県の事業に乗っかるというのではなくて、

市独自のものを打つべきではないかなと思うんで

すけれども、市長としてはどのように考えている

か。すぐ打たなければいけないと私は考えるんで

すけれども、いかがですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 政策には応急対策とそれから根

本的な対策と２種類あるというふうに思っていま

す。そして、今上程いたしましたのはやはり応急

対策のほうであると思っていますので、それとは

別に根本的な対策を打っていかなければならない

というふうに思っています。すなわち、先日ＪＡ

からカーブミラーの贈呈があって、そのときもＪ

Ａの役員の方と意見交換をしたわけですが、なか

なか水田農業から畑作農業への転換とかは一挙に

は難しいという話があって、そうしたらもっと別

の何か新たな特産物とか、あるいは新たな産地、

消費地の開拓とか、そういうような根本的な方策

を探していかなければならないと考えております。 

○島軒純一議長 渋間佳寿美議員。 

○１７番（渋間佳寿美議員） 根本的な対策。その

とおりなんですけれども、そういったものは常々

危機意識を持って対応していかなければならない

と思うんです。なってから、はい、根本対策を考

えましょうというのでは遅いんです、はっきり言

って。ですから、例えば、一つとして、ずっとこ

の議会で言われてきているふるさと納税という制

度があるわけです。例えば庄内町ではこの米価下

落に対してすぐ対応したと。そして農家の方のコ

メントを聞くと、そういった対応してくれるのは

ありがたいと。気持ちの問題にもなってくるんで

すね。だから、ずっと言っているんです。ふるさ

と納税で対応してはいかがかと。私のみならずほ

かの議員も言っているわけです。そうしたら何を

言うか、今度は正々堂々とかわけのわからない議

論になっているじゃないですか。そもそも図書館

の運営にしても正々堂々とした運営をしていない

と。何をか言わんですよ。 

  改めて、産業振興、ふるさと納税というのは産

業振興にも寄与するんだという意味でずっと言っ

てきているわけなんですけれども、そしてこの事

態を招いているわけなんですけれども、本市の産

業振興をどのようにしていこうと考えているのか

市長の考えをお聞かせください。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 幾つか御質問がありますので、

分けてお答えをいたします。 

  まず、先ほどお答えしましたことについては少

し誤解があるようです。困難な事態に直面して慌

てて根本的なという話ではなくて、困難な事態、

それは応急処置。あと、それと別に、まず御質問

でおっしゃっているように常々根本的な対策とい

うのはしていかなければならないわけで、それを

今から急遽するという話ではなくて、常々そうい

う対策を模索してさまざま試行錯誤してきたわけ

ですが、さらにこれからも根本的な対策を打って

いかなくてはいけないという、そういう意味で根

本的なということを申し上げていることを御理解

いただきたいと思います。 

  そして、ふるさと納税につきましては、12月議

会にもう一遍御提案する予定でおりますので、そ

のときに十分に御審議を賜りたいというふうに思
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います。 

  ３点目の本市の産業対策でありますが、当然こ

れ農業だけでなくて工業、商業、観光業さまざま

多岐にわたりますので、あえてこの場で多岐にわ

たっての答弁というのはこの場ではふさわしくな

いと思いますので、また別な機会を捉えて総合的

に答弁をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

  そして、農業問題にだけ限ってもう一遍申し上

げますと、結局概算金が大幅に下落しているとい

うのは、国が、１つ目には、国民の食糧に対して

どう考えているか、食糧自給率に対してどういう

考えを持っているかというそういう根本的なとこ

ろがまず問われなくてはいけないというのが一つ

あります。２つ目は、水田農業が果たしてこのま

までいいのかどうかというそういう問題がありま

す。そこの中で、水田農業からの転換を図ってい

くことができないのかという一つの方向性があり

ます。そして、さらにもう一つは、それとは別に

新たな特産品づくりということができないのか、

そして大消費地との連携強化ができないのかとい

うようなことがあるというふうに思っています。 

  それぞれに御説明をしていけば長くなりますの

で、あえて１つだけ申し上げますと企業誘致、こ

れも少し議会で申し上げたのですが、企業誘致と

いうことから横浜の経済界とのパイプをつくりま

した。しかし、そのパイプは、単に企業誘致だけ

ではなくて、米沢の啓翁桜が都会で売れていくそ

ういうパイプに今なりつつあります。ですから、

そのようにして幅広く、しかも産業の工業のため

の事業であったものが実は農業のための事業にも

生かされているというそういう事例も出てきてお

りますので、広く産業振興の政策をこれからも展

開していかなくてはならないと考えていることを

お話ししたいと思います。 

○島軒純一議長 渋間佳寿美議員。 

○１７番（渋間佳寿美議員） ３回までということ

なので終わりにしますけれども、いろいろおっし

ゃいますけれども、政策とか制度を打つときには

タイミングとか、今だというときにやらないとだ

めだと思うんです。例えば川で溺れている人がい

ると、助けてくださいという今の状況だと思うん

です。それに対して我々議会としては、浮き輪を

持ったほうがいいよ、浮き輪を持ったほうがいい

よと常々言っているわけです。ところが、その状

況を見て、それから浮き輪を準備してと。もう遅

いときもあるんです。ですから、言っているんで

す。 

  根本、応急措置するということなんですけれど

も、改めて市独自として、国や県だ、いろいろあ

ると言いますけれども、市独自としてもやはり気

概を見せてほしいわけです。ですから、例えばふ

るさと納税は市行政単独でもできるわけではない

ですか。議会に諮らずとも制度として。ですから、

言っているんです。だから、使える制度とかあっ

たら、すぐ議会を開かずともできるというものが

ありますから、それで言っているわけです。 

  改めて、市独自としてこの農業振興していくと

いう決意のほどを語っていただきたいと思います

が、いかがですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 御質問が少し２つのものが組み

合わさっているように思います。まず、少しほど

かせていただいて、ふるさと納税につきましては

12月議会で御提案を予定していますので、そこで

御審議を賜りたいと。そして、今度は農業振興の

ほうでありますが、先ほど申し上げましたように、

さまざまな新たな展開の手法をこれまで模索し、

そして一部芽の出てきているものもあります。先

ほど啓翁桜の例を申し上げましたが、新しく芽の

出てきているものもありますので、この路線、さ

まざまなチャレンジによっていろいろなこれまで

なかったような芽が出てきているというそういう

ことを踏まえながら努力していかなくてはならな

いというふうに思っています。 

○島軒純一議長 よろしいですか。２番相田克平議
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員。 

○２番（相田克平議員） 今の質疑のやりとりを聞

いて、私からも市長の考えをお聞きしたいんです

が、今渋間議員が言っていることというのは、非

常に私は的を得ていると。それに対して、市長の

答弁といいますか、若干外れている部分もあるな

というふうに感じながら聞かせていただきました。 

  事農業問題に限らずですが、私はやはり市民の

方々や生産者の方々の生活、そしてお勤めされて

いる方の生活の実態というものを米沢市というの

は本当に適切に捉えているのかということをちょ

っと疑念を感じざるを得ないんです。市長は常々

政策は早期に市政はスピード感を持ってというこ

とをおっしゃいますが、やはりどうもそういうふ

うになっていない。市民の方々がこういう困った

状況になるのではないのかということは、市民の

皆さんの生活の実態を肌で捉えていれば予測でき

るんですね。予測できれば準備もできるわけです。

浮き輪も準備できるわけです。けれども、さきの

議会の中でも報告がありましたように、例えば本

年度歳入見込みも大分ずれていたり、私は当初予

算のときに言わせていただきましたが、やはりど

うも市民の生活実態というものをきちんと捉えて

いるのかというところが非常に心配なんです。 

  そこで、市長にお伺いしたいんですが、今米沢

市の職員の方々は一般的な市民の方々の生活実態、

我が事として捉えていらっしゃると思いますか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 当然捉えているものと思ってお

ります。 

○島軒純一議長 相田克平議員。 

○２番（相田克平議員） 本当にそうだとしたら、

やはりスピード感がないと指摘せざるを得ません。

行政ですから、さまざまなことを運ぶのに慎重に

ならざるを得ないのはわかります。でも、今回の

本議案に関してもやはり県の制度が出ての話であ

って、当然農林課サイドはさまざまなことができ

ないかということは模索していたと思いますが、

結果的にこういうふうに結論づけて政策として実

行する場合は、ほかがやるからそこに対して乗っ

ているわけじゃないですか。それでいいのでしょ

うか。米沢市民を守るのは米沢市ですよ。これは、

事農業生産者の方だけに限りません。やはり財政

が厳しい中でさまざまな緊急的な手だてをしてい

く。難しいのはわかります。でも、それを担当の

一職員、部長が判断できることなのでしょうか。

私は、市長が危機感を持ってそういうところに耳

を傾けていれば、やはり政治判断でもっと早く対

応をしていくべきだと思うんですが、いかがです

か。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 御質問の趣旨は、緊急的なもの

に対しては素早く対応すべきというそういう御質

問だというふうに思いますが、そのように心がけ

ているというふうに考えています。 

○島軒純一議長 相田克平議員。 

○２番（相田克平議員） だとすれば、私は実態と

して市長の捉え方が甘いのじゃないかと言わざる

を得ない。先ほどの渋間議員とのやりとり、そし

て私の質問に対する回答、答弁を考えますと、そ

ういうことになってしまいます。 

  私は、本議案、米沢市から県及び国に働きかけ

があってなったというような話であればいいなと

思っておりましたが、そうではなくて、やはり決

断力のある県が一歩先に、そして自治体である市

としての米沢市がそこに乗ったような形になって

いるのではないのかなと。それは市民の方々に対

して米沢市が組織としてすべき仕事、非常に遅い

ということの象徴であって、その原因が、市長と

しては緊急的なことはスピーディーに対応する、

心がけているとすれば、私は市長のその緊急度を

見る感覚、そこが市民の生活の実態と離れている

のではないのかなというふうに疑念を感じざるを

得ない。そういうことになってしまいます。 

  ですから、今後、今回のことをきちっと生かし

ていただきたい。やはり生産者の方々はこれまで
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も再生産が難しい米価の中で生産を続けてこられ

ております。今回の市場の中で価格が下落すると

いう中でやはり苦しんでおられる。一時的、緊急

的な措置はすべきだと思いますが、これが恒常的

にできるものではないわけです。そこで山形県は、

知事が「つや姫を買いなさい」とか言っているわ

けです。市長は何かされましたか。市民の方に

「おかわりして御飯たくさん食べてくれ」、そう

いうことが必要なんじゃないですか。ラーメン、

麺が好きな人もいるでしょうけれども、ぜひ御飯、

米沢産米を食べてくれと、市民の方々にもお米を

たくさん食べて地元の農家を守ってほしい、力を

かしてほしい、そういう声を発しながらこういう

政策を打つべきです。そこを進言しておきたいと

思います。いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 市長、ちょっと整理させていただ

きますが、本議案のほかに米沢市として緊急措置

的な対応はできないのかというのが根底にどちら

もあると思うんですが、そのことを踏まえてお答

えください。安部市長。 

○安部三十郎市長 それでは、今の議長からの話も

あったことを踏まえて整理してお答えいたします

ので、あと、先ほど渋間議員に対する答弁でも一

部御理解いただけないところもありますので、そ

こも踏まえて総合的に話をさせていただきたいと

思います。 

  まず、後ろのほうからお答えをします。結論と

して、緊急事態に対して、例えばもっと御飯を食

べようとかそういうようなことができないのかと

いう御質問でした。私としては、まず消費地、先

ほど申し上げましたように、都会の大消費地と直

接結んで米沢産のものが消費できるような道はな

いのかというのでルート探しとかさまざまやって

まいりました。先ほどの啓翁桜も一つではありま

すが、そのほかにも例えば荒川区の区長にお願い

をしてというか、向こうから手伝ってくれるとい

うふうにおっしゃっていただいてパンフレットと

かさまざま送っているとか。これは米沢の工業連

携を踏まえてのことですが、さまざまとにかく都

会の消費地と結ぶ努力をしてきて、それが一番基

本的な対策というふうに思っておりますが、今も

っと一番単純な直接的なそういうような一種のア

イデアと言っていいわけですが、そういうような

ことはできないのかという御質問がありましたの

で、それもやってみたいというふうに今御質問を

聞きながら思いました。どこまで効果があるかで

すが、とにかくそういうようなこともやってみた

いというふうに今御質問を聞いてそういうふうに

思ったというふうに御理解いただきたいと思いま

す。 

  ですから、何も考えていないということではな

くて、もうちょっと掘り下げたところの対策をや

っていましたが、今御質問にあったようなことも

やってみたいというふうに思います。 

  そして、あとその前のほうの前段でスピード感

を持って対応すべきだというお話がありました。

全く考え方としてはそのとおりです。そして、そ

れがふるさと納税に結びつくというようにはちょ

っと思っておりませんでしたが、御質問ではそう

いうように結びつくとは思っておりませんでした

が、ふるさと納税にも御質問では結びついている。

ですから、先ほどの渋間議員の御意見と途中のと

ころで同じ御質問になっておりますので、それで、

ふるさと納税についてももう一回考え方をお答え

をいたします。 

  12月の議会で詳しくは御提案をいたしますが、

考え方としてそもそもふるさと納税というのは、

最初はいわゆる納税するという、要するに税金を

納めてその自分の住んでいるところでないところ

を応援するというそういう趣旨でしたので、そこ

から逸脱するようなことはすべきでないというよ

うに考えていて、ですから、多額の返礼品によっ

て地域をＰＲする。そういうのは逸脱していると、

そういう逸脱したところに行くべきでないという

考え方から、セーブしてまいりました。 

  しかし、国の方針が変わってまいりましたので、
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そもそも制度を設けた国の方針が変わってきたの

で、それにあわせて米沢市も変わっていくという

話で、最初から国の制度を逆手にとるような、あ

るいはすきを突くようなことで政策展開をすべき

でないということから多額の返礼品という方向に

は走っていなかったということを御理解いただき

たい。 

  ですから、何もスピード感がないとか対応が遅

いとかそういう話ではなくて、守るべきところは

ちゃんと守っていくべきだということでやってま

いりましたが、その守るべきところが、すなわち、

そもそも制度をつくった国の方針が変わってきた

ということから、12月議会で御提案しますが、対

応が変わるというそういうことだということを御

理解いただきたいというふうに思います。 

○島軒純一議長 ほかに御質疑ございませんか。３

番髙橋嘉門議員。 

○３番（髙橋嘉門議員） なかなか答弁が私わかり

づらいので、具体的にお聞きしたいと思います。 

  今回の米価の下落については、需給バランスが

崩れている。そして消費も年々減退していると。

そういう中で作況もよいということもあるわけで

すが、それでなんですが、米の消費については

年々減っているということはかなり前から言われ

ております。そういう中で、消費拡大について市

長はどのようにお考えですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 誤解があるといけませんので、

まず最初に申し上げたいのは、先ほど相田議員か

ら御提案のあったような今すぐできるようなキャ

ンペーン、そういうものもまずやってみたいとい

うことを申し上げた上で今の御質問にお答えいた

しますが、なかなか日本国民の方々に、今までこ

ういうものを食べていたものをもう一遍戻って御

飯を余計に食べてというふうにして拡大していく

のは難しいと思っていますので、もっと別な拡大

の道はないのかどうかというのを模索していかな

ければいけないと思っています。今、ＪＡでは海

外への輸出というようなところにも目をつけて努

力していくというお話も伺っておりますので、市

としてもそういうような方向ができないのかどう

かを検討してみたいと思っております。 

○島軒純一議長 髙橋嘉門議員。 

○３番（髙橋嘉門議員） 輸出というのは消費拡大

でないわけですね。需要の拡大という。ですから、

消費拡大ということは、やはり市長の言われてい

る食生活の変化とかそういうのはわかります。で

も、議会では、学校給食について完全米飯給食と

いうことは前から出ております。それで、やはり

小さいころから米食ということも含めて、それは

食育の段階でパン食も必要だというのはわかりま

すけれども、ある意味。それは現場の方々の判断

だし栄養士の方の判断でありますが、今後やはり

そういう地元のお米を消費していくんだというこ

とを含めて、市長の発信、そういう部分が、例え

ばここの食堂の御飯であったり、あと市立病院、

これは委託ですからどこから仕入れているかわか

りませんが、やはり市長として、ぜひ地元のお米

を使っていただきたいと。これを発信すべきでは

ないですか。それで市民というか農家の方だって、

そういう一つの、例えば吉村知事が、県職員の方

に10キロずつ買ってもらう。これすばらしい発信

ですよ、これ。そういう発信をしないから「何を

やっているんだ」みたいなことになるし、また今

回の利子の問題だって、これは米沢市が出さなく

ても大丈夫みたいな感じのその程度の支援なわけ

です。その辺、やはりもっと米沢市としてはこう

いう取り組みをやっているんだということを表に

出すべきではないかと思います。これお金の問題

だけでなくて、そういう発信です。そして次、来

年の生産に向けて頑張ってくださいという発信を

していただきたい。そのことについてどうですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 まず、この今回お出ししました

議案は重要なことだと思っていて、市がやらなく

てもいいというようなことではない、重要だと思
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ってお出しししているということは御理解をいた

だきたいというふうに思います。 

  そして、もう一つ、発信。地産地消をさらに進

めていくような、しかも今すぐわかりやすい形の

地産地消、そういうことをすべきだという御提案

ですから、これは十分に受けとめさせていただい

て、そのような方向で努力していきたいというふ

うに思います。 

○島軒純一議長 ほかにございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 質疑を終結いたします。 

  次に議員間討議を行います。議員間討議の御希

望はありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 なければ議員間討議を終結いたし

ます。 

  これより討論に入りますが、通告がありません

ので、討論を終結し、採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議第67号を原案のとおり決するに御異議ありま

せんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議第67号は原案のとおり決まりました。 

 

 

 

  閉    会 

 

○島軒純一議長  以上で本臨時会に付議されまし

た案件は全部議了いたしました。 

  これにて平成26年米沢市議会11月臨時会を閉会

いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

  午前１０時３３分 閉  会 

 


